介護予防における鍼灸師・鍼灸院の役割について
地域支援事業（介護予防事業）対象者の把握
　特定高齢者を選定（スクリーニング）するハイリスクアプローチにおいて、最初の窓口となる基本チェックリストへの記入作業。その窓口として以下のものがあげられている。

1　民生委員、高齢者福祉センター等、医院、歯科医院、薬局等による住民、民間、医療機関ルート
２　地域包括支援センターへ直接来訪してもらう当事者ルート
３　行政ルート

４　特定健診

鍼灸院の患者層

　鍼灸院に来院される患者様の多くは高齢者であり、その高齢者は身体機能、特に運動器に何らかの障害をきたし来院されている。いわば要支援、要介護状態に陥るリスクの高い群の集合体とも捉えることができる。

　高齢者の疾患は運動器の機能低下に基づくものが数多く存在する。各院では、疾病の施術はもちろんのこと、運動器の機能向上のためのいわゆるホームエキササイズの指導を行っているが、なかなか定着・継続せず、施術時間内にホームエキササイズを指導することの限界を感じる場面に多々遭遇する。そして再び同じ疾患で来院することを繰り返し、徐々に運動器の機能も低下し要支援、要介護状態へ陥っていくのが現状である。
特定高齢者スクリーニング窓口としての意義
　鍼灸院に来院される患者層からみたリスクの高さは先述したとおりであり、その来院患者に対し、特定高齢者スクリーニング（基本チェックリストでの対象者の把握）の一端を担うことの意義は大きく、また鍼灸院は各市区町村に多数存在し、規模も小規模で、まさに地域に根ざした地域密着型の対応が可能である。（早期発見、早期対応）
地域包括支援センター・行政へのフィードバック

　鍼灸院で基本チェックリストに記入していただいた患者様に対し、地域包括支援センター・行政機関へ情報をフィードバックし、以降、地域包括支援センターにて検診および最終的なスクリーニングを実施、介護予防ケアマネジメントという経過の一端を担うことが可能である。その際個人情報保護法の観点から常に同意を得ることが重要であることは言うまでも無い。
運動器の機能向上へのアプローチ

　鍼灸院の施術者は、こと運動器の専門知識は当然のごとく持ち合わせ、加え、老年学、介護保険全般にわたる知識についても鍼灸師会の介護保険部会や勉強会において専門指導員により指導を受けている。また（財）東京都老人総合研究所において主任指導員と認定された者が多数在籍し、介護予防運動指導員要請講座を開設し過去300余命の運動指導員を輩出している。
　運動器の機能向上に関するトレーニング方法、ホームエキササイズに最適なゴムバンド（セラバンド）などを用いた方法や道具を用いないトレーニング方法も熟知しており、今まで施術時間内での指導に限界を感じていた現状を打破すべく、その指導をプログラム化し、地域支援事業の支援を受けながら実施できること、要支援、要介護状態へ陥ることを防止し地域の高齢者のQOLの向上に貢献できることに大きな喜びと期待を抱いている。
